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研究課題名 発生と変性における細胞死による神経選択機構の分子遺伝学的基盤

研究の概要等 器官形成の基本的なプロセスは細胞分裂・誘導・細胞分化にあるが、それと同様

に重要なプロセスとして細胞除去による細胞選択がある。最終的に作られた器官で

は、それぞれの細胞は適切な細胞間相互作用をもち、それに適応したものが選択さ

れている。適応した細胞の選択は、神経系では多様性を持った神経細胞ネットワー

クを作る基礎になっていると考えられる。細胞選択では適切な細胞の選別と除去機

構が働いており、具体的には細胞社会での細胞死制御が鍵を担っている。個体発生

の様々な場所で観察される細胞死の調節は、周りの細胞との相対的な相互関係に依

存していると考えられ、その実行機構においても多様である。すなわち、類似した

性質を持ったほぼ均一な細胞集団の中から、ある特定の細胞のみを抽出・決定する

メカニズムの存在が示唆され、これは神経発生や神経変性での選択的細胞死を理解

する上で極めて重要である。本研究は、ショウジョウバエを用いた遺伝学的な手法

で神経細胞除去に関与する遺伝子群を同定し、その知見を生かし今までアプローチ

の難しかった発生と病態で観察される哺乳類神経系の細胞選択機構を遺伝学的に明

らかにしようとするものである。
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